
一
口
問
適
の

議
上
総
吹
笛

雪
浮
胡
天
牧
馬
遼

月
明
品
川
先
筒
成
機
関

借
関
梅
花
何
庭
務

風
吹
一
夜
開
側
関
山
山

「
塞
上
聴
吹
笛
」

詩
に
つ
い
て

風｛昔午月雪
吹向上は浄i
きず捌く重量
てら上
梅か初に
一花に天て
夜吹
何与党E馬笛
関れ笛主をを
山の き牧聴
に処E成長しく
尚三よろ楼？で
つりの滋主
か開れ
沼ば
イコ

右
の
七
言
絶
句
は
、
『
唐
詩
選
』
に
も
収
め
ら
れ
、
辺
議
詩
人
隠
適

の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
名
高
い
作
品
で
あ
る
。

ハ
1
〉

一
首
の
大
窓
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
「
雪
が
き
よ
ら
か
に
降
り
つ
も
る
初

地
の
空
の
も
と
、
間
内
を
追
い
た
て
て
知
る
と
、
明
る
い
月
の
光
の
な
か
、
発
笛

の
謬
き
が
物
見
や
ぐ
ら
の
あ
た
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
ち
ょ
っ
と
お
尋
ね
す

る
が
、
こ
の
梅
の
花
び
ら
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
鉾
い
務
ち
て
く
る
の
だ
ろ

う
。
吹
く
夙
に
一
夜
、
関
境
の
山
々
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
。
」

岡

充

f専

田

え
び
す

「
胡
天
」
は
、
胡
の
土
地
の
空
。
「
光
笛
」
は
、
西
方
チ
ベ
ッ
ト
系
の
呉
氏

族
の
先
が
吹
く
笛
。
「
梅
花
」
は
、
笛
の
品
開
「
梅
花
落
」
に
か
け
て
用
い
ら
れ

（

2
〉

て
い
る
。
閉
山
境
の
山
’
々
に
響
き
渡
る
僚
の
－
調
べ
を
、
梅
の
花
び
ら
に
な
ぞ
ら
え

て
こ
の
よ
う
に
詠
い
、
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
を
降
る
一
認
に
も
喰
え
て
い
る
と
思
わ

（

3〉

れ
る
。
「
借
問
」
の
第
一
一
一
勾
の
底
に
は
、
「
梅
の
水
さ
え
な
い
辺
境
の
地
に
、

は
て
？
」
と
い
っ
た
誇
し
さ
と
、
総
の
花
の
咲
く
中
国
の
地
へ
の
郷
愁
と
が
織

れ
ソ
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
重
奏
的
な
効
果
を
ね
ら
っ
た
巧
み
な
手
法
が
、

作
品
の
後
半
を
際
立
っ
た
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
。
月
明
か
り
の
も
と
、
雪
を

い
た
だ
く
辺
境
の
山
々
と
、
そ
こ
に
吹
き
わ
た
る
先
僚
の
「
梅
花
溶
」
の
調
べ

l
i。
視
覚
的
要
議
と
聴
覚
的
姿
索
を
見
惑
に
融
合
さ
せ
た
、
こ
の
甘
美
な
行

情
世
界
は
、
名
作
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
完
成
度
を
鍛
え
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

- 1一

と
こ
ろ
で
、
突
を
一
一
一
一
口
う
と
こ
の
作
品
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
奥
田
内
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
今
、
私
は
富
山
詩
、
選
』
に
よ
っ
て
紹
介
す
る

形
を
と
っ
た
け
れ
ど
も
、
鑑
賞
の
段
階
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
み
る
と
、
高
適



の
原
作
を
ど
れ
と
見
な
す
か
、
字
句
の
殿
内
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
等
々
、

窓
外
に
厄
介
な
問
題
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
の
美

し
さ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
高
適
の
作
品
中
で
は
異
質
と
も
言
え
、
そ
う
し
た

点
も
、
字
句
の
開
問
問
と
絡
め
て
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
小
稿
で
は
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
な
り
の
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し

た
し最

初
に
字
句
の
災
問
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
作
品
は
、
大
き
く
三
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に

挙
げ
れ
ば
、
①
題
名
を
「
和
五
七
度
玉
門
関
上
吹
箔
」
に
作
る
『
図
秀
集
』
系

統
、
②
題
名
を
「
議
上
開
館
」
に
作
る
『
叩
内
岳
英
霊
祭
』
系
統
、
③
「
寒
上
腿

吹
筒
」
に
作
る
吋
文
苑
英
恭
』
『
中
村
両
常
侍
集
』
系
統
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先

に
『
唐
詩
選
h

に
よ
っ
て
紹
介
し
た
詩
は
、
こ
の
う
ち
①
の
系
統
に
属
す
る
。

先
ず
①
に
つ
い
て
兇
て
み
よ
う
。
こ
の
系
列
の
詩
を
収
め
る
文
献
で
最
も
早

い
も
の
は
、
成
腐
の
丙
挺
替
の
一
編
に
な
る
『
悶
秀
集
』
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に

ハ
4
〉

か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

胡
人
吹
笛
成
償
問

機
上
競
係
海
月
閑

借
間
務
梅
九
幾
品
川

｛昔楼がj
関上人
す
務f.~吉
務肱2をに王
梅陣f吹和七
とくす度
凡主し が
そて！Ji: 「

幾 楼三E
fill海の i可
な月！日i i主l
り関与 上
やか に
な 1£1
りを

吹
く
しー

和
王
七
度
玉
門
関
上
吹
筒

従
風
一
夜
滞
関
山
山

開
削
に
従
い
て

夜

関
山
に
満
つ

題
辞
か
ら
す
る
と
こ
の
詩
は
、
五
度
（
七
は
排
行
〉
と
い
う
人
物
の
作
品

「
玉
門
鴎
上
吹
笛
」
に
陥
和
し
て
う
た
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
辺
境
に
在
つ
て

の
作
と
は
閉
山
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
金
協
同
詩
』
巻
一
二
四
所
収
の
詩

ハ
5
〉

も
こ
の
系
列
に
属
す
る
が
、
題
は
「
和
五
七
玉
門
閣
総
吹
笛
い
に
作
り
、
第
二

（

5
〉

句
の
「
海
月
間
」
は
「
海
月
間
」
と
す
る
。
（
台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
の
足
品

唐
詩
稿
本
』
も
、
こ
れ
と
向
じ
。
た
だ
、
第
二
旬
は
「
海
月
間
」
に
作
る
。
）

次
に
、
②
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
系
列
で
最
も
早
い
文
献
は
、
感
癒

の
段
～
川
市
吋
河
一
窓
会
皿
ハ
歪
で
あ
り
、
題
名
お
よ
び
詩
句
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

- 2 

議
上
閉
館

前
人
先
笛
成
機
問

機
上
策
修
明
月
間

批
出
向
梅
花
何
蕗
務

風
吹
一
夜
開
側
関
山

!J:~ {fr楼胡
吹関上人重量
きす の上
て滞 reに
梅 f段 1£1て
一花と 笛
夜 し jえを
｛何与て楼間
関れ のく
Jliの明！潟
に処月
JぷJよ関与
つりか
かな
務り
つ

な
お
、
娩
唐
の
本
穀
の
『
才
調
集
』
巻
一
に
は
、
中
唐
の
宋
淡
の
作
と
し
て

こ
の
詩
を
載
せ
、
第
一
旬
の
「
胡
人
」
を
「
初
完
」
に
、
一
一
旬
の
「
mm月
間
」

〈

8
〉

を
「
海
月
閑
」
に
作
る
。
し
か
し
、
司
問
問
秀
祭
』
『
河
岳
英
議
集
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
議
本
い
ず
れ
も
が
高
巡
の
作
と
し
て
お
り
、
『
才
調
集
』
の
誤
り
と

ハ
9〉

見
て
間
途
い
な
い
で
あ
ろ
う
。



最
後
に
③
の
系
統
で
あ
る
が
、
『
唐
詩
選
』
か
ら
遡
っ
て
、
門
十
く
は
宋
初
の

（

川

山

〉

ハ

ロ

）

『
文
苑
英
議
十
』
、
あ
る
い
は
荷
宋
の
洪
遮
の
『
唐
人
万
首
絶
句
』
は
、
い
ず
れ

も
こ
の
系
列
に
属
す
る
。
な
お
、
『
商
品
市
山
侍
集
』
は
、
四
部
議
刊
所
影
の
明
活

字
本
、
四
時
却
金
書
が
採
録
す
る
汲
古
関
影
宋
本
な
ど
、
管
見
の
諮
本
は
い
ず
れ

〈

捻

〉

も
こ
の
系
列
に
属
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
、
敦
燥
写
本
の
残
巻
を
忘
れ
て
は
な
ら

ハ

お

〉

な
い
。
パ
担
問
立
図
議
館
所
蔵
の
ベ
リ
オ
二
五
六
七
、
一
一
五
五
二
号
写
本
は
、

所
部
『
唐
人
選
唐
詩
残
巻
』
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
二
五
五
二
号
に
高
巡

の
作
と
し
て
、
右
の
①
系
の
詩
句
と
全
く
同
じ
内
容
で
こ
の
詩
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
富
岡
人
選
唐
詩
』
の
編
、
出
港
年
代
は
、
天
宝
十
二
裁
（
七
五
三
）
か
ら
版

（

H
H
〉

宗
郎
位
の
、
氷
点
元
年
（
八

O
五
）
ま
で
の
関
と
推
定
さ
れ
、
強
唐
末
あ
る
い
は

中
唐
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
リ
オ
二
五
五
五
号
写
本
は
『
敦
悠
庶

門

店

〉

人
詩
集
残
巻
』
の
名
で
呼
ば
れ
、
中
唐
前
期
の
綴
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に

も
こ
の
作
品
が
見
え
〈
作
者
お
よ
び
題
名
の
記
載
は
な
し
〉
、
詩
句
は
二
五
五

（

mv 

二
号
と
一
致
す
る
。

字
句
の
問
問
問
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
か
な
り
大
き
な
、

し
か
も
煩
雑
に
感
じ
ら
れ
る
相
違
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
捻
恕
し
て

み
る
と
、
そ
こ
か
ら
興
味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
問
中

に
三
系
統
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
一
一
一
者
相
互
に
つ
い
て
、
問
問

問
の
生
じ
た
筋
道
が
意
外
に
た
ど
り
や
す
い
（
営
一
同
業
安
換
え
れ
ば
、
そ
れ
が
推

織
の
跡
と
し
て
読
み
取
れ
る
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

前
節
で
授
理
分
類
し
た
コ
一
系
統
の
字
句
の
奥
向
は
、
相
互
に
ど
の
よ
う
に
関

連
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
コ
一
系
統
の
認
を
載
せ
る
資
料
は
、
①
系
統
の

〈

幻

〉

〈

叩

叩

〉

吋
国
秀
集
』
が
天
宝
一
一
一
年
、
②
系
統
の
ヨ
洲
一
街
英
露
集
』
が
天
宝
十
一
年
、
③

系
統
の
敦
短
資
料
が
、
枇
健
康
米
あ
る
い
は
中
庭
前
期
の
成
警
と
推
定
さ
れ
、
詩

集
の
編
集
時
期
に
は
さ
ほ
ど
の
開
き
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
一
一
者
の
異
同
の
先

後
関
係
に
つ
い
て
は
、
所
載
の
詩
集
の
資
料
と
し
て
の
新
旧
よ
り
も
、
む
し
ろ

作
品
の
内
容
自
体
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
べ
き
と
考
え
ら
れ

る。
ま
ず
①
系
統
と
②
系
統
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
左
に
両
者
を
も
う
一
度
並
べ

て
挙
げ
て
み
る
。

3 

① 

前
人
吹
箇
成
機
関
、
線
上
策
燦
海
月
閑
。

借
間
務
梅
凡
幾
曲
、
従
風
一
夜
瀦
関
山
。

初
人
光
笛
成
楼
問
、
機
上
粛
俊
明
月
関
。

借
関
梅
花
何
廃
落
、
風
吹
一
夜
絡
翻
山
。

② 
前
半
一
一
一
句
の
「
吹
笛
」
と
「
発
笛
」
、
「
海
月
」
と
「
明
月
」
の
微
妙
な
差

（
川
口
〉

途
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
置
く
こ
と
に
す
る
。
二
設
の
相
違
の
ポ
イ
ン
ト
は

そ
こ
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
後
半
の
一
一
旬
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
①
の
「
借
間
務
梅
凡
幾
曲
、
従
風
一
夜
糠
関
山
己
で
は
、
「
落
梅
」
は
、

鈴
の
的
と
し
て
そ
の
ま
ま
直
叙
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
の



「
借
間
梅
花
仰
向
鹿
務
、
風
吹
一
夜
蹴
間
関
山
」
で
は
、
「
梅
花
滋
」
の
的
を
散
る

花
び
ら
に
見
立
て
、
そ
こ
に
没
一
路
的
な
ふ
く
ら
み
を
持
た
せ
る
技
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
母
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
幾
尚
も
吹
か
れ
間
州
に
粂

っ
て
関
山
に
満
ち
て
ゆ
く
僚
の
調
べ
で
あ
り
、
そ
こ
を
流
れ
る
持
聞
は
か
な
り

一
臓
の
あ
る
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
の
悩
写
は
、
そ

う
し
た
時
間
の
緩
や
か
な
流
れ
を
表
現
か
ら
消
し
去
り
、
「
梅
花
落
」
の
曲
が

ふ
と
呼
び
起
こ
す
述
恕
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
凝
縮
さ
れ
た

（

mv 

待
問
と
ア
ク
セ
ン
ト
を
詩
世
界
に
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
援
問
問
を
捻
献

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
①
に
予
が
加
え
ら
れ
て
②
の
形
と
な
っ
た
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

次
に
、
②
系
統
と
③
系
統
。
こ
れ
も
左
に
も
う

度
挙
げ
る
。

② 

初
人
究
館
成
機
関
、
態
上
競
俊
明
月
間
。

財
団
関
総
花
何
庭
落
、
間
内
吹
…
夜
瀦
関
山
。

雪
浮
初
天
牧
潟
慈
、
月
間
問
先
悠
成
機
関
。

借
問
梅
花
何
蕗
務
、
風
吹
一
夜
総
額
山
。

③ 
後
半
ニ
勾
に
問
問
問
は
な
く
、
前
半
の
二
勾
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
関
し

て
も
捻
磁
の
過
程
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
②
の
「
胡
人
党
笛
成
機
関
、
桜

上
務
保
明
月
閑
」
の
場
合
、
一
読
し
て
気
づ
く
の
は
詩
語
の
震
複
と
、
そ
れ
に

伴
う
抽
出
張
描
写
の
ふ
く
ら
み
の
乏
し
さ
で
あ
る
。
第
…
勾
の
「
判
的
」
と
「
先
」

は
、
い
ず
れ
も
呉
氏
族
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
て
、
絶
句
と
い
う
短
い
詩
裂
の
一

匂
ゅ
に
併
存
さ
せ
る
よ
り
は
、
別
の
要
素
を
歌
い
込
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次

に
、
第
一
旬
の
「
成
機
関
」
と
第
二
匂
の
「
機
上
」
も
同
様
の
欠
点
止
を
持
つ
。

さ
ら
に
細
か
い
点
を
一
日
添
え
ば
、
第
一
旬
米
の
「
開
」
と
第
二
勾
米
の
「
問
問
」

は
、
こ
こ
で
は
兵
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
「
し
ず
か
」
「
の

ど
か
」
の
怒
味
で
は
通
沼
さ
れ
る
文
字
で
あ
り
、
字
形
も
抑
制
似
す
る
。
絶
句
の

韻
字
と
し
て
連
用
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
③
は
、
②
が
残
し
て
い
た
こ
の
よ
う
な
米
彫
琢
の
部
分
に
、
見
事
な
一

刀
な
加
え
た
も
の
と
み
て
間
間
違
い
な
い
。
②
が
前
半
二
句
を
費
や
し
て
歌
お
う

と
し
た
内
容
は
、
③
の
第
二
句
「
月
明
党
筒
成
機
関
」
に
、
凝
縮
さ
れ
た
形
で

す
べ
て
抽
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
一
旬
七
字
の
ス
ペ
ー

ス
に
、
美
し
く
雄
大
な
北
方
の
異
域
の
冬
景
色
が
「
一
明
日
浄
胡
天
牧
馬
法
」
と
詠

い
込
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
③
の
作
品
世
界
は
、
②
よ
り
も
は
る
か
に
洗
練
さ

れ
た
詩
情
愛
か
な
情
景
勾
を
備
え
る
に
奈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
高
適
の
こ
の
絶
句
は
①
が
原
裂
で
あ
り
、
こ
れ
に

予
が
加
わ
っ
て
②
の
形
と
な
り
、
さ
ら
に
捻
枇
制
さ
れ
て
③
と
な
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
①
の
や
や
粗
削
り
で
素
朴
さ
の
残
る
作
品
が
、
行
情
詩
と
し

て
の
美
し
さ
・
洗
総
さ
れ
た
表
現
を
追
求
し
て
、
よ
り
完
成
さ
れ
た
形
へ
と
向

か
う
過
程
が
こ
こ
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
資
料
と
し
て
の

高
い
価
値
は
あ
ら
た
め
て
注
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
て
こ
の
作
品
の
①
か
ら
①
に
一
会
る
数
磁
の
過
程
が
確
認
さ
れ

た
と
す
る
と
、
続
い
て
起
こ
る
疑
問
は
、
こ
の
捻
敵
加
築
が
誰
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
か
（
高
適
自
身
に
よ
る
も
の
か
容
か
〉
で
あ
ろ
う
。
難
し
い
問
題
で
は
る

る
が
、
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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四

「
和
五
七
度
玉
門
関
上
吹
笛
」
か
ら
「
塞
上
聴
吹
筒
」
へ
の
加
築
推
般
が
、

高
適
自
身
に
よ
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
決
定
的
な
】
証
拠
が
な
く
判
断
が

難
し
い
。
た
だ
、
①
を
載
せ
る
『
国
秀
集
』
、
②
を
載
せ
る
『
河
岳
英
髭
袋
』

が
、
い
ず
れ
も
高
適
の
生
前
に
編
纂
さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
こ
と
安
考
え
る
と
、

①
の
「
和
主
七
度
玉
門
関
上
吹
笛
」
か
ら
②
の
「
塞
上
関
筒
」
へ
の
加
筆
は
、

高
適
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
怒
わ
れ
る
。

で
は
②
か
ら
③
の
過
程
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

②
に
加
え
ら
れ
た
捻
蔽
に
よ
っ
て
、
③
の
「
議
よ
轄
吹
笛
」
は
、
…
段
と
洗

練
さ
れ
た
高
い
完
成
度
を
持
つ
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に

こ
の
絶
句
の
笑
し
さ
は
、
彼
の
他
の
詩
作
品
と
は
傾
向
を
間
関
に
す
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

ハ幻）

任
侠
の
散
問
介
に
身
を
投
じ
た
こ
と
も
あ
る
議
強
な
性
格
と
、
山
山
世
前
の
官
民
い

不
遇
の
時
代
を
反
映
し
て
、
高
適
の
詩
は
、
協
慨
の
気
を
帯
び
た
思
想
性
と
重

い
現
耐
火
感
、
男
性
的
な
骨
格
の
太
い
行
情
、
畿
放
か
っ
悲
壮
な
歌
い
ぶ
り
を
特

徴
と
す
る
。
詩
裂
に
お
い
て
は
五
言
七
品
一
一
の
士
墨
付
止
を
得
意
と
し
、
絶
句
の
数
は

少
な
い
。
今
、
辺
議
詩
の
代
表
作
の
中
か
ら
比
較
的
短
い
作
品
止
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
た
と
え
ば
、
「
鮪
門
」

T
A
首
の
連
作
な
ど
が
あ
ろ
う
。
左
に
そ
の
第
一

設
と
二
首
を
引
用
す
る
。

一
刻
門
逢
古
老

融
制
立
思
気
紙

独郡江
り門E
flに
て古
ば老
忠、に
い主主
tまし、
必討ふ
骨、ん

鎚i
た
り

一
’
凶
河
既
零
了

頭
疑
白
紛
紛

勲
腐
今
日
尖

一
小
織
径
終
中
学

淡
家
能
用
武

開
拓
窮
回
開
域

成
卒
紙
糟
糠

降
初
飽
衣
食

関
与
試
…
望

否
欲
油
開
治
臆

議勲頭ー
ら j浴f長身
ず
今白焼

c::; 1霊Tは紛に
刻将己や々零長
門寧みた了己
」をぬり
ヨ三
隠

之
、、J

吾関降成 ~m 渓
亭胡卒拓芸誌
i立i:t ははし
だ試衣糟すて能よ
c::; l意主み食糠~~毛く
郊をににに域武
門？故一飽あj欲おをを
」さお望くけ第局
五んす るむい
首とれ に
之欲ば
こす
¥.../ 
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こ
う
し
た
古
体
の
詩
に
限
ら
ず
、
七
言
絶
句
の
形
式
に
よ
る
作
品
も
ま
た
、

「
盤
上
騒
吹
笛
」
と
は
詩
風
を
奥
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
向
じ
く
辺
境
を

テ
！
？
と
し
、
『
唐
詩
選
』
に
も
収
録
さ
れ
る
「
九
的
詞
」
〈
一
二
首
連
作
の
第

一
一
一
首
〉
は
、
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
る
。

銭
騎
横
行
銭
嶺
獄

図
話
相
逮
滋
取
封
侯

期
間
海
只
今
際
飲
馬

策
河
不
用
受
防
秋

資育問鉄
河海の騎
か

用只た様
い今運喜多行
ず 主主サす
将3を
更Eに完:ii鉄
に馬て嶺
秋にの
を飲争封 E躍
防わか侯 り

ぐんを
をと取
すら
ん



主
戦
的
な
男
牝
な
感
情
を
う
た
う
点
、
先
の
古
体
詩
と
は
逆
に
な
る
が
、
同
町
村

絡
の
太
い
男
性
的
な
行
情
に
は
、
明
ら
か
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
「
築
上
擦
吹
筒
」
は
、
む
し
ろ
洗
練
さ
れ
た
行
怖
の
俊
美
さ
が
そ
の
特

徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
異
質
性
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
高
適
以
外
の
人
物
に
よ
る
加
筆
の

可
能
性
が
膨
ら
ん
で
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
、
③
系
統
の
詩
を
収
録
す
る
敦
燥
資
料
の
存
校
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
数
的
地
写
本
は
燦
唐
米
あ
る
い
は
中
庶
前
期
の
怒
写
と
推
定

さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
代
宗
永
泰
一
万
年
（
七
六
五
）
の
高
適
の
死
去
以
前
に
、

こ
の
詩
集
が
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
と
な
る
と
、
②
か
ら
③
へ
の
推
敵

加
筆
が
別
人
の
手
に
な
る
も
の
か
一
合
か
は
、
夜
、
ひ
微
妙
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の

「
和
五
七
度
玉
門
関
上
吹
笛
」
か
ら
「
v

議
上
聴
吹
箭
」
へ
の
加
祭
が
誰
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
先
に
論
を
進
め
る
こ
と
が
難
し

く
、
本
節
の
考
察
は
こ
こ
で
踏
み
弱
ま
ら
ざ
る
な
符
な
い
。
た
だ
、
正
政
な
と

こ
ろ
が
｝
言
え
ば
、
私
は
こ
の
問
題
に
そ
れ
ほ
ど
執
着
す
る
気
持
ち
は
な
い
。
む

し
ろ
、
加
筆
が
設
の
手
に
な
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
適
の
こ
の
絶
句
の
①
か

ら
③
に
笈
る
換
敵
が
、
文
学
史
的
に
緩
め
て
興
味
深
い
方
向
性
を
示
し
て
い
る

点
に
関
心
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
最
後
に
こ
う
し
た
観
点
か
ら
「
議
上
聴
吹
筒
」

を
論
じ
て
、
小
稿
の
結
び
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

五

①
か
ら
③
に
至
る
推
献
を
へ
て
、

「
築
上
様
吹
街
い
と
し
て
完
成
し
た
高
過

〈

お

〉

の
絶
句
を
出
品
る
時
、
私
は
そ
の
詩
世
界
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
辺
袋
詩
と
近

似
し
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
引
か
れ
る
。

ー
枚
上
受
降
域
開
館

罰
禁
容
前
沙
似
雪

受
降
域
外
月
如
組

不
知
何
蕗
吹
麗
勝
目

一
夜
征
人
議
望
郷

一匁l受凶
夜ら降楽夜
ず城降に
事E 外前受
人何ど 降
こ処；月沙滅
尽きにははに
くとかお雪上
郷遊ろのにり
な管士如E似にて
E還をし 笛
む吹 を
く！lfJ

く

こ
の
絶
句
は
、
中
庭
初
の
大
際
（
七
六
六

t
七
七
九
）
期
を
代
表
す
る
辺
議

詩
人
、
本
ず
益
の
作
品
で
あ
る
。
回
楽
峰
付
近
の
沙
淡
の
、
雪
景
色
に
も
似
た
美

し
い
夜
景
と
、
そ
れ
を
照
ら
す
白
い
月
の
光
。
そ
し
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

聞
こ
え
て
く
る
箇
の
音
色
に
、
郷
愁
に
駆
ら
れ
、
一
夜
こ
と
ご
と
く
そ
の
方
を

怒
み
や
る
兵
士
迷
i
i
h
高
適
の
「
議
上
聴
吹
箭
い
と
の
間
に
、
翻
案
あ
る
い

は
引
用
と
い
っ
た
政
接
的
な
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
情

景
の
設
定
は
筏
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
作
品
が
目
指
す
俊
美
で
感
傷
的
な
行
情

世
界
の
抽
出
に
も
、
明
ら
か
に
共
通
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

中
庶
大
暦
販
の
詩
人
達
の
作
口
聞
は
、
出
獄
唐
詩
の
綾
部
・
豪
放
な
役
問
介
を
失
い

は
し
た
も
の
の
、
近
体
詩
の
河
口
情
に
一
際
洗
練
の
皮
を
加
え
、
特
に
絶
句
に
お

い
て
は
、
時
間
の
流
れ
の
な
か
か
ら
印
象
的
な
シ
l
ン
な
鮮
や
か
に
切
り
取
っ

（
明

ω〉

た
、
こ
う
し
た
絵
閥
的
あ
る
い
は
映
像
的
と
も
い
う
べ
き
傑
作
が
多
い
。
そ
し

て
、
こ
の
点
を
念
頭
に
鐙
く
な
ら
ば
、
二
第
の
詩
の
近
似
性
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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磁
皆
同
止
を
代
表
す
る
、
辺
塞
詩
人
の
作
品
に
後
人
の
推
磁
が
加
え
ら
れ
、
中
唐
を

代
表
す
る
辺
議
詩
の
行
情
説
一
〈
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
盛

唐
止
を
代
表
す
る
辺
議
詩
人
が
自
己
の
行
情
的
な
小
品
に
予
を
加
え
、
そ
の
結
果

完
成
し
た
作
品
が
、
凶
ら
ず
も
中
唐
辺
塞
詩
の
代
表
的
作
品
の
行
情
美
に
歩
み

寄
っ
た
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
、
単
な
る
一
作
品
の
推
磁
の
過
程
以
上

の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
加
築

の
跡
に
は
、
感
唐
の
後
期
か
ら
中
庭
初
に
か
け
て
、
詩
人
達
の
美
意
識
が
辿
ろ

う
と
し
た
一
つ
の
方
向
が
援
問
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
高
適
の
こ
の
作
口
聞
に
は
、
感
唐
の
行
情
詩
が
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た

行
情
美
を
求
め
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
詩
世
界
に
た
ど
り
着
く
か
と
い
う
、
文

学
史
的
な
問
題
の
解
答
の
一
つ
が
、
鮮
明
な
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
（
そ
し
て
、
も
し
こ
の
捻
磁
加
筆
が
全
て
高
適
自
身
の
手
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
中
底
的
な
詩
風
と
は
間
関
質
だ
っ
た
彼
の
創
作
活

動
に
お
い
て
さ
え
、
行
情
美
の
追
求
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
結
果
が
も
た
ら
さ

れ
た
と
い
う
、
そ
の
意
外
投
こ
そ
が
一
溜
震
妥
な
意
味
を
持
と
う
。
〉
盛
燦
詩

か
ら
中
唐
詩
へ
の
変
還
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
・
要
因
を
含
め
て
多
角
的
に
論

じ
ら
れ
る
必
婆
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
詩
史
の
内
的
展
開
の
創
刊
一
間
か
ら
の
考
察

も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
高
官
潤
の
「
塞
上
臆
吹

笛
」
は
、
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
、
衆
議
な
資
料
と
も
言
え
る

の
で
あ
る
。

〈注〉

（
1
）
高
光
復
円
高
適
山
今
参
詩
訳
釈
』
（
慰
問
竜
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
〉

は
、
「
雪
浄
」
を
＋
容
が
近
づ
い
て
雪
が
と
け
消
え
る
意
味
に
取
る
（
一
一
一

五
i
六
一
良
〉
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
管
日
比
の
限
り
で
は
、
「
雪
浄
」

を
そ
う
し
た
意
味
に
用
い
た
例
は
、
少
な
く
と
も
盛
庭
以
前
の
詩
に
は
見

当
た
ら
な
い
。
支
維
の
「
冬
夜
寓
腹
麟
関
」
詩
（
一
に
宋
之
問
の
作
と
も

一
世
田
う
〉
の
「
廃
庭
憐
雪
浮
、
深
屋
蕊
同
組
拍
楓
」
、
張
叔
良
「
長
室
目
上
公
献

議
」
詩
の
「
休
光
慈
雲
浮
、
瑞
気
雑
蹴
呑
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
「
深
」
は

「
き
よ
ら
か
」
の
窓
味
で
あ
る
。
な
お
、
『
細
川
文
韻
府
』
の
「
雪
深
」
の

嘆
に
は
、
支
維
の
「
親
機
」
の
詩
が
「
草
一
結
鷹
娘
疾
、
雪
鴻
げ
馬
蹄
軽
」
と

し
て
引
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
な
ら
ば
「
餐
が
き
え
る
」
の
意
味
に
も
取
れ

よ
う
が
、
突
は
司
韻
府
』
の
引
用
の
誤
り
。
宋
窃
刻
本
（
北
京
図
番
館

蔵
）
・
宋
刻
本
（
静
嘉
裳
文
庫
蔵
〉
を
始
め
と
す
る
主
維
の
詩
集
の
諸
本
、

『
極
玄
集
』
『
又
玄
集
』
『
唐
詩
記
事
』
『
楽
府
詩
集
』
『
唐
詩
品
粂
』

『
全
唐
詩
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
「
観
滋
」
の
い
ず
れ
も
が
、
「
雪
護
馬

蹄
軽
」
に
作
る
。

（
2
〉
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
凶
・
横
吹
品
開
柑
貯
に
漢
検
吹
践
と
し
て
「
梅
花
落
」

が
見
え
る
。
題
辞
の
注
に
は
、
「
梅
花
港
、
本
笥
中
品
開
也
。
按
唐
大
角
曲

亦
有
大
寧
子
・
小
里
子
・
大
梅
花
・
小
梅
花
等
曲
、
今
其
盤
猶
有
存
者
」

と
あ
り
、
唐
代
に
は
ま
た
、
「
大
梅
花
」
「
小
梅
花
」
の
曲
も
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
、
「
梅
花
落
」
に
つ
い
て
は
、
岩
城
秀
夫
司
漢
詩
美

の
世
界
』
〈
人
文
議
続
、
一
九
九
七
）
所
載
の
「
散
り
し
く
梅
の
花
」
に

詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
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〈
3
〉
『
唐
代
の
辺
察
詩
』
（
尚
学
問
凶
議
「
漢
文
研
究
シ
リ
ー
ズ
9
h

一
九
八

四
〉
所
載
の
市
川
桃
子
「
高
適
－

w
Z少
の
辺
袋
詩
」
の
解
釈
〈
四
一
一
一
叉
〉

に
よ
る
。
冒
頭
の
「
雪
浮
」
の
雪
は
、
こ
の
第
一
二
匂
の
「
梅
花
」
と
陪
に

浮
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〈
4
）
巻
下
一
所
収
。
『
国
秀
築
』
の
版
本
は
、
四
部
議
刊
本
お
よ
び
『
唐
人
、
選

唐
詩
〈
十
種
）
』
〈
中
懇
話
局
、
一
九
五
八
〉
・
『
唐
人
選
唐
詩
新
総
』
〈
以

西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
〉
に
よ
っ
た
。

（
5
）
略
的
作
勉
『
唐
人
行
第
録
』
（
中
懇
話
局
、
一
九
六
二
〉
は
、
こ
の
王
七

を
王
之
淡
と
し
、
彼
の
著
名
な
七
絶
「
涼
州
諸
」
が
「
術
協
上
聴
吹
笛
」
と

問
訟
で
一
詠
一
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
向
者
を
隠
和
の
作
と
見
な
す
ご

O
頁
）
。
興
味
深
い
説
で
は
あ
る
が
、
『
国
秀
袋
』
が
「
ヤ
中
山
七
」
で
は
な
く

「
五
七
度
」
と
し
て
い
る
点
に
、
な
お
問
題
を
残
す
。

〈
6
）
『
全
一
唐
詩
』
の
絞
本
は
、
一
九
七
九
年
、
中
築
設
問
則
的
版
の
活
字
本
に

ょ
っ
た
。
な
お
豆
＋
一
陵
町
一
宮
で
は
、
間
期
辞
お
よ
び
本
文
の
聞
か
所
に
、
字

句
の
奥
向
に
つ
い
て
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
後
に

一
訴
す
司
持
活
英
議
集
』
司
文
苑
災
務
』
所
設
の
殺
と
の
校
磁
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

〈
7
〉
巻
之
所
収
。
『
河
岳
架
設
挨
』
の
版
本
は
、
四
部
議
刊
本
お
よ
び
富
山

人
選
勝
詩
〈
十
種
）
』
（
前
掲
〉
・
司
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
（
前
掲
〉
に
よ

った。

〈
8
〉
巻
一
所
収
。
『
才
調
集
』
の
版
本
は
、
四
部
議
刊
本
お
よ
び
『
唐
人

選
唐
詩
（
十
種
）
』
（
前
掲
〉
・
『
唐
人
選
庶
詩
新
編
』
〈
前
掲
〉
に
よ
っ

た
。
な
お
、
第
二
勾
の
「
海
月
間
」
は
、
冨
同
人
選
唐
詩
』
本
で
は
「
海

月
間
」
。

（9
）
『
全
廃
詩
』
も
巻
四
七
二
に
、
宋
済
の
作
と
し
て
重
ね
て
こ
の
詩
を
挙

げ
て
い
る
が
、
無
批
判
に
『
才
－
調
集
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
今
件

勉
冨
同
人
行
第
録
』
（
前
掲
〉
の
考
証
ハ
一

O
頁
）
お
よ
び
句
協
同
人
選
唐

詩
新
編
』
〈
前
抑
制
）
の
手
記
三
一
九
七
・
七
一
い
凶
頁
〉
も
、
℃
の
作
品
を

潟
適
の
作
と
す
る
。

n

i

…
d

今

（
閉
山
）
『
文
苑
英
翠
』
の
版
本
は
、
一
九
六
六
年
、
中
懇
設
局
出
版
の
影
印
本

に
よ
っ
た
。
高
適
の
こ
の
作
品
を
載
せ
る
巻
二
一
二
は
、
明
訓
山
本
を
底
本

と
す
る
影
印
で
あ
る
。

（
日
）
巻
十
二
一
所
収
。
吋
万
首
成
人
総
勾
』
は
、
…
九
五
五
年
、
文
学
合
籍
刊

行
社
即
断
印
の
明
・
慈
妨
刊
本
、
お
よ
び
mm
・
万
暦
刊
本
を
氏
本
と
し
た
銘

松
林
主
編
『
万
首
唐
人
絶
句
校
設
集
部
昨
』
（
山
商
人
民
出
版
社
、
一
九
九

一
）
に
よ
っ
た
。

（
四
）
高
適
の
詩
集
の
諮
本
に
関
し
て
は
、
ほ
か
に
抗
廷
議
『
修
町
一
ω
再
販
高
常

待
詩
校
注
』
（
国
立
総
訳
館
中
懇
談
怒
編
務
委
員
会
、
一
九
七

O
Y
劉
関

拐
吋
潟
遊
詩
集
編
年
祭
注
』
〈
中
準
設
局
、
一
九
八
一
）
、
孫
欽
慈
雲
間
適

祭
校
注
h

〈
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
〉
と
、
そ
の
校
記
た
参
照
し

た
。
な
お
、
都
民
が
凶
庫
金
諮
本
所
裁
の
こ
の
作
品
止
な
、
①
系
列
と
し
て

い
る
の
は
誤
り
。

（
日
）
柴
剣
虹
「
敦
健
康
人
詩
文
選
集
残
巻
ハ
伯
二
五
五
五
〉
補
録
」
（
吋
文
学

遺
産
』
一
九
八
一
一
一
年
第
四
期
〉
お
よ
び
賞
、
氷
武
・
施
淑
貯
司
教
般
的
唐
詩

統
縞
』
ハ
文
史
哲
郎
版
社
、
一
九
八
九
）
第
一
ニ
’
卒
、
第
七
訟
に
詳
し
い
’
紹

介
が
あ
る
。
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（
弘
）
『
敦
悠
的
唐
詩
続
編
』

の
考
証
に
よ
る
。

（
お
）
『
敦
燥
的
唐
詩
続
編
』
〈
前
仰
向
）
は
、
「
非
在
感
庭
、
即
在
盛
庭
後
不

久
」
と
す
る
。
し
か
し
、
高
祭
『
敦
悠
唐
人
詩
集
残
巻
考
釈
』
〈
寧
変
人

民
出
版
社
、
一
九
八
二
〉
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
集
が
収
め
る
枕
慈

の
捕
虜
と
な
っ
た
兵
士
の
作
品
に
は
、
大
暦
ハ
七
六
六

1
七
七
九
〉
・
建

中
（
七
八

O
i七
八
一
一
一
）
の
作
と
推
定
で
き
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。

（
日
〉
た
だ
、
問
団
頭
の
「
安
一
一
浄
」
を
「
雪
議
」
に
作
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、

「
浮
」
「
瀞
」
の
宇
形
・
発
音
の
類
似
か
ら
き
た
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（W
U
）
『
国
秀
袋
』
の
成
立
年
に
関
し
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
『
唐
人
選
唐
詩

新
編
』
（
前
掲
〉
の
「
前
記
」
の
説
（
一
二

0
1一
一
一
一
一
氏
〉
に
従
う
。

（
山
崎
）
『
河
岳
英
議
集
』
の
成
立
年
に
関
し
て
も
諸
説
が
あ
る
が
、
富
岡
人
選

阪
同
詩
新
編
』
ハ
前
掲
）
の
「
前
記
」
の
説
〈
一

O
ニ
支
）
に
従
う
。

（mm
）
詩
的
効
果
に
つ
い
て
言
え
ば
、
①
に
対
し
て
②
は
、
第
一
勾
の
「
光

笛
」
に
「
前
人
」
と
呼
応
さ
せ
た
異
域
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
調
が
田
川
ら
れ
る

こ
と
、
第
二
匂
の
「
閥
的
月
」
に
、
①
の
「
海
月
」
で
は
希
務
だ
っ
た
光
の

明
る
さ
の
妥
奈
の
導
入
〈
「
海
月
」
の
「
海
」
は
「
晦
」
の
踏
い
イ
メ
ー

ジ
に
も
通
じ
る
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
等
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
差
異
だ
け
か
ら
で
は
、
両
者
の
先
後
関
係
を
抑
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
間
附
胞
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
後
半
の
第
一
一
了

間
句
の
迷
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
後
の
③
の
前
半
二
勾
と
の
関
連
性
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

「
雲
浮
郁
夫
牧
鳥
越
月
開
発
箭
成
緩
問
」
が
、
①
の
「
前
人
吹
箭
成
壊

公
的
掲
〉
第
一
一
一
章
「
敦
爆
写
本
高
適
詩
叙
録
」

閥
、
機
上
滞
係
海
月
間
」
か
ら
で
は
な
く
、
②
の
「
胡
人
党
箆
成
機
関
、

機
上
粛
係
間
的
月
間
附
」
な
も
と
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
先
笛
」

「
明
月
〈
月
開
）
い
の
諮
の
使
用
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

〈
却
）
な
お
、
結
句
の
「
従
風
」
と
「
風
吹
」
も
、
わ
ず
か
な
速
い
で
は
あ
る

が
、
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
①
の
「
従
間
内
」
の
場
合
、
笛
の
品
聞
が
風

上
か
ら
伝
え
ら
れ
て
来
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
、
第
三
句
を
そ
の
ま
ま
受
け

る
従
属
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
文
法
的
に
は
主
一
議
は
第
三
句
の
笛
の

曲
で
あ
り
、
「
従
間
内
」
は
あ
く
ま
で
も
「
滅
関
山
」
を
修
飾
し
、
補
足
説

明
す
る
役
割
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
②
の
「
風

吹
い
は
、
転
勾
の
「
何
借
地
落
」
と
の
呼
応
関
係
か
ら
、
「
問
削
に
従
っ
て

（
風
上
か
ら
ど
と
い
う
方
向
性
が
表
関
上
消
さ
れ
、
「
（
気
づ
け
ば
〉
問
問
が

吹
い
て
」
と
い
う
一
つ
の
出
来
す
世
と
し
て
の
意
味
な
強
め
て
用
い
ら
れ
る

形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
前
勾
と
は
い
っ
た
ん
途
切
れ
る
こ
の
独

立
性
に
よ
っ
て
、
か
す
か
な
意
外
伎
を
含
ん
だ
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
後
半
一
一

旬
に
つ
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〈
幻
）
た
と
え
ば
吋
河
岳
英
霊
祭
』
巻
上
空
局
適
の
小
伝
は
、
「
性
拓
落
、
不

拘
小
節
。
刑
制
預
常
科
、
隠
議
博
徒
、
才
名
由
同
迷
」
と
記
す
。

〈
詑
）
も
っ
と
も
、
平
沃
の
筒
か
ら
言
え
ば
、
①
②
系
列
が
近
体
絶
句
の
平
灰

h

誌
に
則
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
議
上
総
吹
筒
」
は
、
第
一
一
句
と
三
句
の

平
氏
を
対
に
し
て
粘
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
斉
梁
体
（
江
左
体
）
の
古
い
形

を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
指
辞
・
表
現
上
の
必
要
性
か
ら
変
法

に
従
っ
た
ま
で
で
、
不
完
全
な
欠
点
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
感
底
郊
の
絶

句
に
は
、
こ
う
し
た
例
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
例
え
ば
先
に
挙
げ
た
「
九
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曲
認
」
も
吋
唐
詩
選
』
所
収
の
名
作
で
あ
る
が
、
同
じ
一
平
氏
律
に
よ
っ
て

詠
一
わ
れ
て
い
る
。

（
お
）
印
象
的
な
ワ
ン
・
シ

i
ン
を
と
ら
え
た
映
像
的
作
品
と
い
う
点
で
は
、

同
じ
李
益
に
「
従
箪
北
征
」
と
題
す
る
次
の
認
が
あ
る
。
こ
の
七
言
絶
句

は
、
「
夜
上
受
降
域
開
館
」
の
後
半
二
勾
を
、
さ
ら
に
効
果
的
な
一
瞬
に

凝
縮
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

天
山
雪
後
海
風
寒

横
笛
一
備
吹
行
路
難

破
裂
征
人
三
十
一
偽

一
時
間
賞
月
中
看

一積雪横夫
j待裳~i富山
にの
主主3征偏i~雪
をベ人え後
間予 に海
ら三！吹
せ十く風
て万寒5
月行く
中路
に難
:;@・ 
る

ま
た
大
暦
十
才
子
の
一
人
、
威
論
の
次
の
五
一
雷
同
絶
旬
、

下
山
間
」
も
同
様
な
特
徴
を
持
つ
作
品
と
い
え
る
。

「
和
張
僕
射
議
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月周一一
μ

脱
飛
高

間
半
子
迷
滋
逃

欲
将
軽
続
逐

大
管
制
、
総
弓
刀

大軽持主主月
三雪騎子5~ゑi
をく
弓将も迷 j能
刀っくの
にて遁UR
満逐お逃tぶ
つわすこ
んと
と潟
欲く
す
れ
ば

高
適
の
「
築
上
腿
吹
笛
」
に
流
れ
る
美
意
識
は
、
こ
れ
ら
の
詩
世
界
と

も
意
外
に
近
い
距
離
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。


